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一
は
じ
め
に
寿
命
院
宗
巴
（
天
文
十
九
年
―
慶
長
十
二
年
。
一
五
五
〇
―
一
六
〇
七
）
が
編
纂
し
た
、
『
徒
然
草
』
最
初
の
注
釈
書
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
は
博
引
旁
捜
の
書
で
あ
る （１
）。
和
漢
仏
に
わ
た
る
典
籍
を
渉
猟
し
、
『
徒
然
草
』
中
の
要
語
の
出
典
・
用
例
を
引
用
し
、
解
釈
に
踏
み
込
む
。
そ
こ
に
宗
巴
の
学
識
の
深
さ
、
探
究
心
の
旺
盛
さ
を
感
じ
な
い
者
は
、
ま
ず
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
注
釈
と
は
孜
孜
と
し
て
蓄
積
し
て
ゆ
く
営
み
で
あ
る
。
こ
の
『
寿
命
院
抄
』
も
、
ま
さ
に
成
長
し
て
ゆ
く
注
釈
書
と
し
て
の
姿
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』
の
多
く
の
伝
本
に
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
十
月
九
日
の
日
付
を
も
つ
、
中
院
通
勝
の
跋
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
寿
命
院
抄
』
の
一
応
の
完
成
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
慶
長
九
年
に
は
古
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
後
に
書
写
さ
れ
た
写
本
は
存
外
に
多
い
。
そ
し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
少
な
か
ら
ぬ
異
同
を
も
つ
点
か
ら
、
一
旦
完
成
を
見
た
『
寿
命
院
抄
』
は
、
そ
の
後
も
宗
巴
や
通
勝
の
手
に
よ
っ
て
増
訂
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る （
２
）。だ
が
、
こ
れ
ら
の
写
本
・
刊
本
に
比
し
て
、
大
幅
に
本
文
を
異
に
す
る
『
寿
命
院
抄
』
が
近
時
、
姿
を
現
し
た
。
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。
鶴
見
大
学
本
は
、
諸
本
に
比
し
て
本
文
の
簡
素
な
と
こ
ろ
が
頗
る
多
く
、
完
成
段
階
に
い
た
る
以
前
の
草
稿
過
程
に
あ
る
本
文
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
考
証
は
さ
き
に
「
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
お
け
る
草
稿
本
と
改
稿
本
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
を
手
が
か
り
に
」
と
題
す
る
拙
稿
で
行
っ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い （３
）。
鶴
見
大
学
本
の
出
現
に
よ
り
、
同
本
を
草
稿
本
、
他
の
諸
本
を
改
稿
本
と
位
置
づ
け
て
両
者
を
比
較
し
、『
寿
命
院
抄
』
の
成
長
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
草
稿
本
か
ら
改
稿
本
に
成
長
す
る
に
あ
た
り
、
人
物
考
証
の
進
展
、
新
た
な
資
料
の
入
手
に
よ
る
加
注
、
解
釈
の
更
新
に
も
と
づ
く
注
の
変
更
・
増
補
の
三
点
が
、
顕
著
な
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
第
二
点
に
あ
げ
た
新
た
な
資
料
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
、
知
友
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
知
友
の
協
力
そ
の
も
の
は
草
稿
本
の
成
立
段
階
に
も
存
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
書
物
に
よ
ら
な
い
、
知
識
の
み
の
提
供
も
宗
巴
の
注
釈
活
動
を
支
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
小
秋
元
段
宗
巴
と
言
経
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
成
立
過
程
考
宗
巴
を
支
え
た
そ
う
し
た
一
人
に
山
科
言
経
（
天
文
十
二
年
―
慶
長
十
六
年
。
一
五
四
三
―
一
六
一
一
）
が
い
た
。
言
経
は
日
記
『
言
経
記
』
を
遺
し
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
か
け
て
、
身
辺
の
出
来
事
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
宗
巴
と
の
頻
繁
な
交
流
と
『
寿
命
院
抄
』
成
立
の
過
程
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た （４
）。
だ
が
、
草
稿
本
か
ら
改
稿
本
へ
と
い
う
『
寿
命
院
抄
』
の
成
長
過
程
を
念
頭
に
置
き
、
『
言
経
記
』
を
読
み
な
お
し
た
と
き
、『
寿
命
院
抄
』
の
成
立
に
向
け
た
経
緯
は
一
層
明
ら
か
と
な
り
、
加
え
て
、
そ
の
間
に
言
経
が
果
た
し
た
役
割
も
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
二
宗
巴
と
言
経
本
題
に
入
る
前
に
、
宗
巴
と
言
経
の
交
友
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
記
述
を
補
う
べ
く
、
末
尾
に
年
表
「
『
言
経
記
』
に
見
え
る
寿
命
院
宗
巴
の
主
な
事
績
」
を
付
し
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
宗
巴
と
言
経
が
は
じ
め
て
対
面
し
た
の
は
、
文
祿
元
年
（
一
五
九
二
）
三
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。『
言
経
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
寿
命
院
へ
扇
子
三
本
始
而
持
罷
向
了
、
梅
庵
同
道
了
、
有
之 （５
）、
こ
の
と
き
言
経
は
梅
庵
、
即
ち
豊
臣
秀
吉
の
お
伽
衆
と
し
て
名
高
い
大
村
由
己
に
伴
わ
れ
、
は
じ
め
て
宗
巴
邸
を
訪
れ
た
。
言
経
は
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
権
中
納
言
に
昇
っ
た
が
、
同
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
勅
勘
を
蒙
り
、
浪
々
の
身
へ
と
転
じ
、
大
坂
の
本
願
寺
光
佐
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
、
同
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
本
願
寺
の
京
都
移
転
を
機
に
京
へ
戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
同
年
三
月
に
は
徳
川
家
康
よ
り
扶
持
米
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た （６
）。
宗
巴
と
の
は
じ
め
て
の
対
面
は
、
そ
の
翌
年
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
吉
田
宗
桂
・
曲
直
瀬
道
三
よ
り
最
新
の
医
学
を
学
ん
だ
宗
巴
は
、
当
時
、
い
わ
ゆ
る
「
お
伽
の
医
師
」
と
し
て
豊
臣
秀
次
に
仕
え
て
い
た
。
だ
が
、
宗
巴
は
医
師
と
し
て
以
上
に
、
有
力
な
側
近
の
一
人
と
し
て
秀
次
に
仕
え
、
そ
の
文
化
政
策
に
も
携
わ
っ
て
い
た
節
が
あ
る （
７
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
文
祿
四
年
（
一
五
九
五
）
の
秀
次
の
失
脚
・
自
害
に
際
し
て
は
、
宗
巴
も
秀
吉
に
よ
り
邸
宅
を
没
収
さ
れ
る
な
ど
の
処
罰
を
受
け
て
い
る
。
宗
巴
の
政
治
的
な
立
場
が
、
想
像
以
上
に
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宗
巴
と
の
交
友
関
係
の
は
じ
ま
り
は
、
言
経
に
秀
次
へ
の
仕
官
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
文
祿
元
年
九
月
十
八
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
寿
命
院
へ
罷
向
、
其
子
細
者
、
殿
下
可
参
之
由
被
仰
云
々
、
然
者
依
馳
走
二
百
文
遣
了
、
夕
有
之
、
祖
玄
筆
跡
与
之
、
言
経
は
秀
次
と
の
対
面
が
許
さ
れ
、
そ
の
礼
に
宗
巴
へ
銭
二
百
文
と
無
学
祖
元
の
書
を
贈
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
月
の
十
月
四
日
、
言
経
は
宗
巴
に
伴
わ
れ
、
聚
楽
第
に
お
い
て
秀
次
と
の
対
面
を
果
た
し
、
十
二
月
二
十
日
に
は
仕
官
が
叶
っ
た
。
『
言
経
記
』
同
日
条
を
引
用
す
る
。
寿
命
院
ヨ
リ
書
状
有
之
、
従
関
白
殿
御
合
力
二
十
石
被
下
之
由
有
之
、
則
罷
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
二
向
之
処
此
由
被
申
了
、
又
殿
下
ニ
テ
御
草
子
源
氏
抄
云
々
、
被
遊
立
了
、
然
者
右
筆
之
衆
ニ
文
字
以
下
之
不
審
有
之
由
、
可
申
合
之
由
被
仰
出
云
々
、
夕
有
之
、
酉
下
刻
ニ
帰
宅
了
、
言
経
は
秀
次
よ
り
二
十
石
の
扶
持
米
を
賜
る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
右
筆
に
書
写
さ
せ
た
「
源
氏
抄
」
の
文
字
そ
の
他
の
不
審
に
答
え
る
よ
う
、
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
言
経
は
秀
次
の
文
化
圏
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
知
り
合
っ
て
か
ら
の
宗
巴
と
言
経
の
間
に
は
、
古
筆
・
古
書
に
関
す
る
や
り
と
り
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
事
例
の
初
見
は
文
祿
元
年
七
月
七
日
条
で
あ
る
。
①
寿
命
院
ヨ
リ
遠
山
紹
節
使
ニ
テ
定
家
筆
実
否
可
見
之
由
有
之
、
又
古
人
名
共
注
送
了
、
誰
々
家
ソ
ト
相
尋
間
、
少
々
注
付
之
、
②
又
冷
泉
ヘ
寂
然
筆
、
又
定
家
筆
等
申
之
、
又
紹
節
墨
二
丁
送
了
、
興
門
之
広
間
ニ
テ
対
顔
了
、
川
那
辺
新
尉
馳
走
也
、
傍
線
部
①
で
宗
巴
の
も
と
よ
り
言
経
へ
、
定
家
の
真
筆
に
つ
い
て
鑑
定
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る （８
）。
ま
た
、
傍
線
部
②
は
、
宗
巴
が
言
経
を
通
じ
て
彼
の
義
弟
、
冷
泉
為
満
に
対
し
、
寂
然
と
定
家
の
筆
跡
の
貸
与
を
依
頼
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
は
以
後
、
七
月
十
日
・
二
十
六
日
・
八
月
七
日
・
九
月
三
日
の
各
条
に
経
緯
が
見
え
て
お
り
、
為
満
所
持
の
古
筆
は
宗
巴
の
求
め
で
彼
の
預
か
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
宗
巴
か
ら
送
ら
れ
た
定
家
の
筆
跡
は
言
経
・
為
満
の
鑑
定
を
経
て
、
宗
巴
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
も
、
『
言
経
記
』
に
は
言
経
が
宗
巴
に
名
家
の
筆
跡
を
貸
与
し
た
り
、
宗
巴
邸
に
お
い
て
古
筆
を
見
た
り
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る （９
）。
増
田
孝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
宗
巴
の
活
動
は
、
秀
次
の
古
筆
蒐
集
を
補
佐
す
る
営
み
の
一
環
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る （
）。
言
経
と
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
宗
巴
に
と
っ
て
も
益
が
あ
っ
た
の
だ
。
一
方
、
慶
長
年
間
に
入
る
と
、
『
言
経
記
』
に
は
言
経
が
古
書
の
沽
却
を
め
ぐ
り
、
宗
巴
を
頼
る
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
十
月
八
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
。
寿
命
院
ヘ
罷
向
了
、
定
家
筆
冷
草
子
、
・
尊
円
親
王
雑
筆
往
来
□
□
、
等
持
セ
罷
向
了
、
令
見
了
、
言
経
は
冷
泉
為
満
の
所
持
す
る
定
家
筆
の
草
子
と
、
尊
円
親
王
筆
の
『
雑
筆
往
来
』
を
宗
巴
の
も
と
へ
持
参
し
た
。
こ
れ
は
宗
巴
を
通
じ
て
沽
却
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
定
家
筆
の
草
子
に
つ
い
て
は
、
宗
巴
を
介
し
て
も
買
い
手
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
為
満
は
宗
巴
の
労
に
報
い
る
た
め
、
言
経
を
通
じ
て
銀
子
一
枚
を
贈
っ
た
が
、
宗
巴
は
こ
れ
を
固
辞
し
た （
）。
そ
の
後
も
言
経
は
今
川
氏
真
よ
り
沽
却
を
依
頼
さ
れ
た
為
家
筆
『
古
今
集
』
を
宗
巴
に
見
せ
た
り （
）、
定
家
色
紙
沽
却
の
周
旋
を
宗
巴
に
依
頼
し
た
り
し
て
い
る （
）。
言
経
が
こ
の
よ
う
に
宗
巴
を
頼
っ
た
の
も
、
彼
が
古
書
に
一
定
の
見
識
を
も
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
古
書
を
愛
好
す
る
人
士
に
相
応
の
つ
て
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
言
経
は
医
学
の
知
識
を
有
し
、
周
囲
の
人
々
や
知
人
に
対
し
て
診
療
・
投
薬
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
言
経
は
、
宗
巴
の
診
療
や
薬
の
処
方
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
医
書
を
借
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た （
）。
し
か
し
、
『
言
経
記
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
両
者
の
間
を
行
き
来
し
た
の
は
医
宗
巴
と
言
経
三
書
よ
り
も
、
古
筆
を
含
む
古
典
文
学
書
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
二
人
の
交
流
の
性
質
を
物
語
っ
て
い
る
。
三
草
稿
本
の
成
立
古
筆
や
古
書
な
ど
、
モ
ノ
の
行
き
来
だ
け
で
な
く
、
宗
巴
と
言
経
の
間
に
は
知
識
に
関
す
る
や
り
と
り
も
行
わ
れ
て
い
る
。
前
節
で
引
用
し
た
『
言
経
記
』
文
祿
元
年
（
一
五
九
二
）
七
月
七
日
条
の
う
ち
、
傍
線
部
①
と
②
の
間
に
は
、
「
又
古
人
名
共
注
送
了
、
誰
々
家
ソ
ト
相
尋
間
、
少
々
注
付
之
」
と
あ
っ
た
。
宗
巴
の
求
め
に
応
じ
て
、
言
経
は
古
人
の
家
名
に
つ
い
て
の
問
い
に
答
え
て
い
る
。
宗
巴
よ
り
古
筆
の
鑑
定
依
頼
を
受
け
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
古
筆
に
付
随
し
た
問
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
言
経
記
』
に
お
い
て
、
言
経
が
宗
巴
に
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
教
示
を
行
う
記
事
の
初
見
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
二
月
二
十
一
日
条
で
あ
る
。
寿
命
院
へ
罷
向
、
茶
有
之
、
世
尊
寺
行
房
・
唐
橋
一
門
之
在
兼
等
時
代
先
祖
不
審
之
間
記
之
遣
了
、
宗
巴
の
問
い
が
第
二
百
三
十
八
段
の
う
ち
、
「
常
在
光
院
の
つ
き
鐘
の
銘
は
、
在
兼
の
草
な
り
。
行
房
朝
臣
清
書
し
て
、
鋳
型
に
う
つ
さ
せ
ん
と
せ
し
に
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
鶴
見
大
学
本
『
寿
命
院
抄
』
で
は
、
当
該
箇
所
の
注
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
在
兼

参
議
正
三
位
在
兼
、
唐
橋
祖
、
在
良
弟
、
輔
方
八
世
孫
也
、
（
中
略
）
行
房

世
尊
寺
行
成
ヨ
リ
十
代
孫
、
経
尹
ノ
息
、
行
尹
ノ
弟
也
、
こ
こ
で
は
唐
橋
在
兼
と
世
尊
寺
行
房
の
系
譜
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
言
経
の
教
示
の
反
映
と
判
断
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
改
稿
本
系
統
で
は
在
兼
の
注
の
末
尾
に
、
か
に
「
菅
家
也 （
）」
の
三
字
が
加
わ
る
が
、
他
に
異
同
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
箇
所
の
注
は
草
稿
本
の
段
階
で
言
経
の
教
示
を
得
て
執
筆
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
づ
い
て
、『
言
経
記
』
慶
長
二
年
六
月
一
日
条
を
見
て
み
よ
う
。
寿
命
院
ヘ
平
家
物
語
作
者
記
之
遣
了
、
内
々
所
望
也
、
言
経
は
宗
巴
の
所
望
に
応
え
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
に
つ
い
て
記
し
、
遣
わ
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
『
徒
然
草
』
第
二
百
二
十
六
段
に
記
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
作
者
説
に
つ
い
て
、
知
識
を
供
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
箇
所
、
鶴
見
大
学
本
の
注
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
此
段
、
平
家
物
語
ノ
作
者
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
リ
、
サ
レ
ト
モ
、
勧
修
寺
良
門
ノ
十
三
世
之
孫
、
葉
室
ノ
時
長
ト
云
人
、
平
家
物
語
作
者
随
一
ト
云
事
、
公
補
任
ニ
見
タ
リ
、
但
シ
是
ハ
、
四
十
八
巻
平
家
ノ
作
者
カ
、
随
一
ト
ア
ル
時
ハ
、
ナ
ヲ
モ
作
者
ア
ル
ベ
シ
、
此
信
濃
前
司
行
長
ハ
、
十
二
巻
平
家
ノ
作
者
ト
、
可
得
其
意
者
也
、
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
四
こ
こ
で
は
『
公
補
任
』
の
名
を
引
き
、
『
平
家
物
語
』
作
者
と
し
て
葉
室
時
長
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
時
長
は
公
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、『
公
補
任
』
に
当
該
の
記
述
は
見
え
な
い
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
葉
室
盛
隆
男
時
長
に
「
平
家
物
語
作
者
随
一
云
々
」
と
あ
る
か
ら
、
書
名
は
こ
ち
ら
と
の
混
同
で
あ
ろ
う （
）。
後
半
、
「
但
シ
是
ハ
、
四
十
八
巻
平
家
ノ
作
者
カ
」
以
下
は
、『
徒
然
草
』
本
文
に
即
し
た
宗
巴
の
考
察
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
箇
条
、
改
稿
本
系
で
も
同
じ
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
末
尾
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
が
加
わ
っ
て
い
る
。
又
誰
人
ノ
作
ヤ
ラ
ン
、
平
家
勘
文
ト
云
一
冊
ア
リ
、
是
ニ
六
人
ノ
作
者
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
リ
、
時
代
已
下
、
空
泥
ノ
相
違
多
シ
、
故
ニ
不
用
之
、
草
稿
本
完
成
後
、
宗
巴
は
『
平
家
勘
文
録
』
を
披
見
す
る
機
会
を
得
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
六
人
の
作
者
説
に
接
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
時
代
そ
の
他
に
相
違
が
多
い
と
し
て
、
採
用
に
は
値
し
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
増
補
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
草
稿
本
系
と
改
稿
本
系
の
主
要
部
分
に
差
違
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
も
言
経
に
よ
る
教
示
が
、
草
稿
本
の
段
階
で
す
で
に
反
映
さ
れ
、
改
稿
時
も
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
あ
と
、
慶
長
三
年
四
月
に
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
の
貸
与
が
な
さ
れ
る
。
『
拾
芥
抄
』
は
草
稿
本
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
改
稿
本
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
利
用
さ
れ
る
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
巴
は
慶
長
三
年
四
月
に
は
『
寿
命
院
抄
』
の
改
稿
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
草
稿
本
の
成
立
は
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
平
家
物
語
』
作
者
説
の
教
示
が
行
わ
れ
た
慶
長
二
年
六
月
一
日
以
降
、
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
貸
与
が
な
さ
れ
る
同
三
年
四
月
以
前
に
限
定
で
き
る
。
四
草
稿
本
か
ら
改
稿
本
へ
慶
長
三
年
に
入
り
、
宗
巴
か
ら
言
経
に
対
す
る
『
徒
然
草
』
の
不
審
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
頻
繁
に
な
る
。『
言
経
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
連
続
す
る
。
寿
命
院
ヘ
罷
向
了
、
ツ
レ

草
不
審
共
相
尋
之
間
、
記
之
遣
了
、
（
二
月
十
一
日
条
）
寿
命
院
ヨ
リ
不
審
共
一
書
来
了
、（
三
月
十
二
日
条
）
寿
命
院
ヘ
罷
向
了
、
種
々
雑
談
了
、
相
尋
之
事
共
返
答
了
、
（
三
月
二
十
七
日
条
）
寿
命
院
ヘ
罷
向
脉
ヲ
ト
ラ
せ
了
、
薬
三
包
所
望
了
、
ツ
レ

草
勘
物
遣
了
、
三
ヶ
条
勘
遣
了
、（
四
月
二
十
一
日
条
）
右
の
記
事
の
う
ち
、
宗
巴
か
ら
の
問
い
が
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
な
い
も
の
も
あ
る
が
（
三
月
十
二
日
・
二
十
七
日
条
）
、
時
期
の
う
え
か
ら
見
て
、『
徒
然
草
』
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う （
）。
言
経
か
ら
宗
巴
へ
、
ど
の
よ
う
な
知
識
が
教
授
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
こ
の
間
に
提
供
さ
れ
た
情
報
が
草
稿
本
・
改
稿
本
の
ど
ち
ら
に
反
映
さ
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
慶
長
二
年
六
月
の
『
平
家
物
語
』
作
者
の
教
示
以
来
こ
こ
ま
で
、
そ
れ
に
類
す
る
記
事
が
『
言
経
記
』
に
は
ひ
と
ま
ず
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
の
時
期
に
接
し
て
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
が
貸
与
さ
れ
、
そ
れ
が
改
稿
本
に
宗
巴
と
言
経
五
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
問
い
合
わ
せ
は
、
『
寿
命
院
抄
』
の
改
稿
に
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
宗
巴
は
改
稿
に
あ
た
り
、
草
稿
本
の
執
筆
段
階
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
書
籍
を
取
り
寄
せ
、
注
釈
の
増
補
、
再
検
討
に
活
用
し
て
い
る
。
前
稿
で
考
証
し
た
と
お
り
、
そ
こ
で
は
『
拾
芥
抄
』『
井
蛙
抄
』『
本
朝
書
籍
目
録
』『
ぼ
ろ
ぼ
ろ
草
子
』
『
玉
造
小
町
壮
衰
書
』『
平
家
勘
文
録
』『
夢
渓
筆
談
』『
決
疑
鈔
直
牒
』
な
ど
が
新
た
に
用
い
ら
れ
て
い
る （
）。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
の
『
拾
芥
抄
』『
井
蛙
抄
』『
本
朝
書
籍
目
録
』
は
、
言
経
か
ら
宗
巴
へ
貸
与
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
が
、
『
言
経
記
』
か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、『
拾
芥
抄
』
に
つ
い
て
は
、『
言
経
記
』
の
慶
長
三
年
の
条
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
寿
命
院
ヘ
薬
取
遣
了
、
三
包
来
了
、
又
拾
芥
抄
借
用
之
間
、
上
巻
遣
了
、
人
来
了
、（
四
月
二
十
三
日
条
）
寿
命
院
ヨ
リ
拾
芥
抄
上
返
了
、
同
中
下
借
用
之
間
、
遣
之
、（
五
月
十
一
日
条
）
寿
命
院
へ
予
・
北
向
薬
取
ニ
遣
了
、
三
包
ツ
ヽ
来
了
、
又
拾
芥
抄
下

先
日
借
用
之
間
、
遣
之
処
、
出
来
ト
テ
返
了
、（
六
月
三
日
条
）
四
月
二
十
三
日
、
言
経
は
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
の
上
巻
を
貸
与
し
た
。
五
月
十
一
日
に
は
そ
の
返
却
を
受
け
、
新
た
に
中
・
下
巻
を
送
っ
た
。
こ
の
う
ち
下
巻
は
、
宗
巴
が
別
途
入
手
し
得
た
よ
う
で
、
六
月
三
日
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
『
拾
芥
抄
』
は
『
徒
然
草
』
に
注
釈
を
施
す
宗
巴
に
と
っ
て
、
有
用
な
参
考
書
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
前
稿
に
譲
る
が
、
故
事
・
殿
舎
・
名
所
・
寺
社
関
係
の
記
事
を
全
部
で
八
箇
条
に
わ
た
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
言
経
所
持
の
『
拾
芥
抄
』
は
当
時
、
諸
家
か
ら
の
貸
与
の
依
頼
も
多
か
っ
た
。
『
言
経
記
』
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
十
八
日
条
に
毘
沙
門
堂
の
公
厳
（
中
院
通
為
男
）
に
遣
わ
し
た
記
事
が
あ
る
の
を
は
じ
め
、
貸
与
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
言
経
は
ま
た
徳
川
家
康
に
対
し
て
も
家
蔵
の
『
拾
芥
抄
』
を
書
写
し
、
献
上
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
相
当
需
要
の
あ
る
書
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る （
）。
ち
な
み
に
、
『
拾
芥
抄
』
が
古
活
字
版
と
し
て
開
版
さ
れ
る
の
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
十
二
月
以
前
の
こ
と
で
あ
る （
）。
つ
ぎ
に
、
『
井
蛙
抄
』
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。
『
井
蛙
抄
』
貸
与
の
こ
と
は
、
『
言
経
記
』
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
三
月
二
十
六
日
条
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
寿
命
院
ヘ
井
蛙
抄
下
巻
借
之
、
『
井
蛙
抄
』
も
改
稿
本
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
書
で
、
全
体
で
四
箇
所
に
わ
た
る
引
用
・
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
西
行
（
上
・
十
段
）
、
今
出
川
院
近
衛
（
上
・
六
十
七
段
）、
行
宣
法
印
（
下
・
六
十
三
段
）、
鶴
大
臣
殿
（
下
・
八
十
六
段
）
と
、
い
ず
れ
も
歌
人
の
逸
話
に
つ
い
て
の
注
の
な
か
で
用
い
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
の
出
典
は
す
べ
て
巻
六
「
雑
談
」
に
限
定
さ
れ
る
。
『
言
経
記
』
の
右
の
記
事
に
は
「
井
蛙
抄
下
巻
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
巻
四
か
ら
巻
六
ま
で
を
収
め
た
「
下
巻
」
な
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
言
経
の
『
井
蛙
抄
』
は
、
文
祿
の
役
の
際
、
出
陣
す
る
大
村
由
己
に
銭
二
百
文
と
帝
王
系
図
一
枚
を
餞
別
に
贈
っ
た
際
、
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
既
に
「
井
蛙
抄
四
五
六
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
上
下
二
冊
の
う
ち
、
下
冊
だ
け
の
端
本
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る （
）。
そ
の
後
、
言
経
は
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
六
こ
の
『
井
蛙
抄
』
を
城
昌
茂
に
貸
与
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
『
言
経
記
』
の
記
述
に
も
「
井
蛙
抄
四
五
六
巻
一
冊
也
」
と
見
え
る （
）。
再
稿
本
の
段
階
で
『
井
蛙
抄
』
の
う
ち
、
専
ら
巻
六
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
注
釈
に
有
効
な
「
雑
談
」
を
収
め
る
巻
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
宗
巴
が
入
手
し
得
た
『
井
蛙
抄
』
が
下
冊
の
み
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
つ
い
て
は
、『
言
経
記
』
慶
長
五
年
六
月
十
六
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
寿
命
院
ヨ
リ
日
本
書
目
六
一
冊
返
了
、
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
は
「
御
室
書
籍
目
録
」
「
御
室
和
書
目
録
」
「
仁
和
寺
書
籍
目
録
」「
日
本
書
籍
惣
目
録
」「
日
本
書
籍
目
録
」
の
ほ
か
、
右
に
も
記
さ
れ
る
「
日
本
書
目
録
」
な
ど
、
様
々
な
異
称
が
あ
る （
）。
改
稿
本
で
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』（
下
・
四
十
五
段
）
、
『
政
事
要
略
』
（
下
・
六
十
二
段
）
に
つ
い
て
加
注
す
る
た
め
、
同
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
言
経
は
こ
の
「
日
本
書
目
録
」
を
慶
長
三
年
三
月
よ
り
、
翌
四
年
二
月
ま
で
真
性
院
堯
知
よ
り
借
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
こ
れ
を
書
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る （
）。
宗
巴
へ
は
そ
の
新
写
本
を
貸
与
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
寿
命
院
抄
』
の
改
稿
に
あ
た
り
、
宗
巴
は
慶
長
三
年
四
月
か
ら
同
五
年
六
月
に
か
け
て
、
言
経
よ
り
複
数
の
書
籍
を
借
用
し
て
い
る （
）。
加
え
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
慶
長
三
年
二
月
以
降
、
言
経
に
対
す
る
宗
巴
の
不
審
の
問
い
合
わ
せ
も
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
『
言
経
記
』
慶
長
三
年
六
月
十
五
日
条
に
見
え
る
、
寿
命
院
へ
北
向
薬
之
事
談
合
ニ
書
状
遣
了
、
返
上
ニ
加
減
事
申
来
了
、
玄
上
伝
之
事
書
之
遣
了
、
と
い
う
記
事
は
、
上
・
七
十
段
の
「
玄
上
」
に
関
す
る
知
識
を
書
き
送
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
鶴
見
大
学
本
は
上
・
八
十
二
段
ま
で
を
欠
い
て
お
り
、
草
稿
本
段
階
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
言
経
の
教
示
が
改
稿
本
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
実
際
に
は
書
物
の
供
与
と
同
等
に
、
こ
う
し
た
知
識
の
供
与
も
、
宗
巴
の
注
釈
活
動
を
助
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
宗
巴
が
言
経
に
教
示
を
仰
い
だ
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
は
、
こ
の
あ
と
、
『
言
経
記
』
慶
長
五
年
三
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日
・
五
月
七
日
・
同
六
年
六
月
十
九
日
・
七
月
十
一
日
に
見
る
こ
と
が
で
き
る （
）。
改
稿
本
は
慶
長
六
年
十
月
九
日
の
中
院
通
勝
の
跋
の
存
在
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
は
一
応
の
完
成
を
見
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宗
巴
は
そ
の
直
前
ま
で
言
経
に
不
審
を
尋
ね
、
注
釈
の
精
度
を
高
め
て
い
っ
た
の
だ
。
五
む
す
び
文
祿
元
年
三
月
十
日
に
宗
巴
の
交
友
は
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
宗
巴
は
古
筆
・
古
書
の
鑑
定
を
し
ば
し
ば
言
経
に
依
頼
し
、
言
経
は
豊
臣
秀
次
へ
の
仕
官
に
向
け
、
宗
巴
を
深
く
恃
ん
だ
。
や
が
て
宗
巴
は
『
寿
命
院
抄
』
を
編
む
に
あ
た
り
、
宗
巴
に
不
審
点
の
教
授
と
書
物
の
貸
与
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
『
寿
命
院
抄
』
の
成
立
に
は
草
稿
本
・
改
稿
本
の
二
つ
の
階
梯
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
『
言
経
記
』
に
記
さ
れ
た
関
係
記
事
を
っ
て
み
る
と
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。
草
稿
本
の
編
纂
時
よ
り
宗
巴
は
言
経
に
教
授
を
仰
い
で
お
り
、
そ
の
成
果
は
『
言
宗
巴
と
言
経
七
経記
』
に
見
る
か
ぎ
り
、「
在
兼
」「
行
房
」、『
平
家
物
語
』
作
者
説
の
条
項
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
言
経
が
宗
巴
へ
『
平
家
物
語
』
作
者
説
を
書
き
送
る
の
は
慶
長
二
年
六
月
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
草
稿
本
は
そ
れ
以
降
、
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。一
方
、
慶
長
三
年
二
月
以
降
、
『
徒
然
草
』
の
不
審
に
関
す
る
宗
巴
の
問
い
合
わ
せ
は
頻
繁
と
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
（
慶
長
三
年
四
月
）、『
井
蛙
抄
』（
慶
長
五
年
三
月
）、『
本
朝
書
籍
目
録
』（
慶
長
五
年
六
月
）
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
書
の
記
述
は
、
改
稿
本
の
段
階
で
引
用
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
草
稿
本
の
改
稿
は
慶
長
三
年
の
ご
く
初
期
ま
で
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
は
、
『
言
経
記
』
慶
長
六
年
七
月
十
一
日
条
ま
で
宗
巴
に
よ
る
不
審
問
い
合
わ
せ
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
寿
命
院
抄
』
が
一
応
の
完
成
を
見
る
の
は
同
年
の
十
月
の
こ
と
だ
か
ら
、
改
稿
の
作
業
は
そ
の
直
前
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
経
緯
を
眺
め
て
み
る
と
、
三
つ
の
こ
と
に
思
い
い
た
る
。
一
つ
は
、
『
言
経
記
』
に
記
述
さ
れ
た
事
績
に
限
定
し
て
の
指
摘
に
は
な
る
が
、
宗
巴
か
ら
言
経
へ
の
不
審
の
問
い
合
わ
せ
は
、
草
稿
本
の
編
集
段
階
で
は
限
ら
れ
た
数
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
改
稿
の
段
階
に
入
る
と
そ
の
頻
度
が
高
ま
り
、
あ
わ
せ
て
書
物
の
貸
与
も
交
え
ら
れ
、
質
・
量
と
も
に
深
ま
り
を
増
す
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ぎ
に
、
宗
巴
と
彼
に
知
識
を
提
供
し
た
当
代
の
知
識
人
た
ち
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
要
法
寺
の
日
性
が
宗
巴
の
不
審
に
答
え
て
い
た
こ
と
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
跋
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
宗
巴
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
知
識
を
提
供
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
右
に
見
た
よ
う
な
、
宗
巴
と
言
経
と
の
か
か
わ
り
を
補
助
線
に
し
て
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
草
稿
本
と
改
稿
本
と
の
間
に
は
大
幅
な
異
同
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
記
事
の
増
補
で
あ
る
。
も
と
も
と
宗
巴
は
草
稿
本
編
集
の
段
階
で
一
定
程
度
他
者
に
知
識
の
提
供
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
宗
巴
と
言
経
と
の
関
係
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
諸
方
へ
の
依
頼
の
度
も
ま
た
、
改
稿
本
の
段
階
に
お
い
て
よ
り
高
ま
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
『
寿
命
院
抄
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
頃
の
宗
巴
を
め
ぐ
る
状
況
だ
。
『
言
経
記
』
で
は
、
言
経
か
ら
宗
巴
へ
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
知
識
を
供
与
す
る
記
事
の
初
見
が
慶
長
元
年
二
月
二
十
一
日
条
で
あ
っ
た
（
世
尊
寺
行
房
・
唐
橋
在
兼
に
つ
い
て
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
宗
巴
の
『
徒
然
草
』
注
釈
活
動
は
そ
れ
以
前
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
開
始
の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
と
り
わ
け
そ
の
前
年
の
文
祿
四
年
に
は
、
三
月
に
豊
臣
秀
次
が
『
謡
抄
』
の
編
纂
を
五
山
僧
や
要
法
寺
日
性
、
山
科
言
経
、
鳥
飼
道
ら
に
命
じ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
『
謡
抄
』
の
編
纂
は
秀
次
の
文
事
振
興
の
一
大
事
業
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
『
寿
命
院
抄
』
の
編
纂
が
秀
次
を
意
識
し
た
も
の
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
編
纂
の
背
景
に
は
、
野
上
潤
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
当
代
流
行
の
古
典
に
注
を
施
す
、
秀
次
時
代
の
学
芸
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い （
）。
し
か
し
、
『
謡
抄
』
の
編
纂
を
命
じ
た
か
四
ヶ
月
後
、
秀
次
は
秀
吉
と
不
和
と
な
り
、
高
野
山
で
自
害
す
る
。
当
の
宗
巴
も
処
分
の
対
象
と
さ
れ （
）、
翌
春
に
は
秀
吉
よ
り
私
宅
を
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る （
）。
宗
巴
が
『
寿
命
院
抄
』
の
編
纂
を
つ
づ
け
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
方
の
『
謡
抄
』
も
、
あ
る
程
度
編
纂
作
業
が
進
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秀
次
の
死
に
よ
り
、
成
果
が
散
逸
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
八
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
鳥
飼
道
を
は
じ
め
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
が
再
び
注
釈
を
編
み
な
お
し
、
成
書
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る （
）。
宗
巴
の
『
徒
然
草
』
注
釈
活
動
が
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
む
こ
と
な
く
つ
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
と
似
て
い
る
。
秀
次
の
時
代
に
着
手
さ
れ
た
新
た
な
古
典
へ
の
注
釈
は
、
時
代
の
主
が
滅
ん
だ
後
も
、
新
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
1）
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
は
内
題
が
な
く
、
外
題
も
伝
本
に
よ
っ
て
「
徒
然
草
抄
」
「
つ
れ
づ
れ
私
抄
」
等
と
差
が
あ
る
。
本
稿
で
は
通
称
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
従
い
、
以
下
、
『
寿
命
院
抄
』
と
略
称
す
る
。
ま
た
、
以
下
に
掲
げ
る
『
徒
然
草
』
の
段
数
は
『
寿
命
院
抄
』
の
も
の
に
よ
る
。
（
2）
高
木
浩
明
氏
『
中
院
通
勝
真
筆
本
『
つ
れ

私
抄
』
本
文
と
校
異
』
解
題
「
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
成
立
前
夜
中
院
通
勝
真
筆
本
『
つ
れ

抄
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
」
（
新
典
社
、
二
〇
一
二
年
。
初
出
、
『
国
語
国
文
』
二
〇
〇
九
年
六
月
号
）、
小
秋
元
段
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
写
本
考
」（
佐
藤
道
生
氏
・
高
田
信
敬
氏
・
中
川
博
夫
氏
編
『
こ
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た
め
に
池
田
利
夫
追
悼
論
集
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
（
3）
小
秋
元
段
「
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
お
け
る
草
稿
本
と
改
稿
本
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
を
手
が
か
り
に
」
（
『
文
学
・
語
学
』
第
二
百
十
七
号
、
二
〇
一
六
年
）
。
（
4）
小
秋
元
段
『
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』
第
二
部
第
五
章
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
と
『
本
草
序
例
』
注
釈
序
段
を
中
心
に
」
（
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
。
初
出
、
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
編
『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
二
集
、
二
〇
〇
二
年
）
、
高
木
浩
明
氏
注
（
２
）
前
掲
論
文
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ブ
ル
氏
「
秦
宗
巴
（
1550
1607）
に
関
す
る
新
知
見
」（『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
第
三
十
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
（
5）
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。
以
下
同
。
（
6）
山
科
言
経
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
花
田
雄
吉
氏
「『
言
経
記
』
考
」（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
古
記
録
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
）
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
大
日
本
古
記
録
『
言
経
記
』
十
四
所
収
解
題
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
（
7）
文
祿
二
年
（
一
五
九
三
）
六
月
、
豊
臣
秀
次
は
四
条
道
場
金
	寺
の
寺
宝
で
、
当
時
質
物
に
置
か
れ
て
い
た
「
眼
阿
書
物
十
巻
」
を
買
い
取
り
、
補
修
を
加
え
た
う
え
で
同
寺
に
寄
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
そ
の
事
に
当
た
っ
た
の
が
松
田
政
行
と
宗
巴
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
宗
巴
は
秀
次
の
文
化
政
策
の
遂
行
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
藤
田
恒
春
氏
『
豊
臣
秀
次
』
第
六
―
三
「
学
文
の
奨
励
」（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
（
8）
こ
の
時
期
の
定
家
の
筆
跡
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美
氏
『
日
本
書
流
全
史
』
Ⅷ
―
５
「
定
家
の
尊
重
と
定
家
流
」（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。『
小
松
茂
美
著
作
集
』
第
十
五
巻

旺文
社
、
一
九
九
九
年
に
再
録
）
に
詳
し
い
。
（
9）
『
言
経
記
』
文
祿
元
年
十
一
月
二
十
三
日
・
同
二
年
一
月
二
十
一
日
・
三
月
十
八
日
・
四
月
二
十
日
・
二
十
一
日
条
。
（
10）
増
田
孝
氏
『
日
本
近
世
書
跡
成
立
史
の
研
究
』
二
部
十
二
章
「
茶
掛
け
と
し
て
の
古
筆
」（
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
）。
（
11）
『
言
経
記
』
慶
長
元
年
十
月
十
六
日
・
二
十
日
条
。
（
12）
『
言
経
記
』
慶
長
元
年
十
二
月
八
日
・
三
十
日
条
。
（
13）
『
言
経
記
』
慶
長
元
年
十
二
月
二
十
三
日
・
同
二
年
正
月
三
日
条
。
（
14）
『
言
経
記
』
慶
長
元
年
十
月
十
三
日
・
同
二
年
五
月
二
十
六
日
・
同
三
年
二
月
十
一
日
・
三
月
二
十
七
日
条
。
（
15）
慶
長
九
年
刊
古
活
字
本
に
よ
る
。
以
下
同
。
（
16）
混
同
の
因
由
は
今
後
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
山
科
家
が
『
公
補
任
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
言
経
記
』
の
他
の
記
述
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
齋
木
一
馬
氏
『
齋
木
一
馬
著
作
集
２
古
記
録
の
研
究
下
』
所
収
「
公
補
任
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。
初
出
、
『
日
本
歴
史
』
一
九
六
四
年
七
月
号
）
、
乕
尾
達
哉
氏
『
公
補
任
の
基
礎
的
研
究
成
立
過
程
と
書
写
状
況
の
追
求
』
（
平
成
七
・
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
言
経
は
父
言
継
の
書
写
本
を
所
持
し
て
い
た
。
（
17）
こ
れ
以
前
、
慶
長
二
年
十
二
月
十
日
に
言
経
は
宗
巴
よ
り
有
職
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
い
る
（
『
言
経
記
』
）
。
こ
れ
が
『
徒
然
草
』
の
注
釈
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
は
未
宗
巴
と
言
経
九
注
詳
。
（
18）
小
秋
元
段
注（
３
）前
掲
論
文
。
（
19）
『
言
経
記
』
天
正
十
九
年
三
月
五
日
・
十
一
日
・
十
月
十
七
日
・
十
一
月
四
日
・
文
祿
元
年
二
月
二
十
四
日
条
。
（
20）
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
十
二
年
十
二
月
十
九
日
条
。
（
21）
『
言
経
記
』
文
祿
元
年
三
月
二
十
一
日
条
。
（
22）
『
言
経
記
』
慶
長
四
年
五
月
三
日
条
。
（
23）
久
保
木
秀
夫
氏
「『
本
朝
書
籍
目
録
』
有
注
本
・
披
見
伝
本
一
覧
稿
」（『
国
文
鶴
見
』
第
五
十
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
（
24）
『
言
経
記
』
慶
長
三
年
三
月
二
十
八
日
・
同
四
年
二
月
九
日
条
。
（
25）
こ
の
ほ
か
、
宗
巴
は
慶
長
三
年
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
、
言
経
よ
り
『
名
目
抄
』
を
借
用
し
て
い
る
（
『
言
経
記
』
。
大
日
本
古
記
録
本
は
「
名
月
抄
」
と
翻
刻
す
る
が
、
原
本
を
確
認
す
る
に
、
「
名
目
抄
」
と
読
ん
で
問
題
な
い
と
判
断
さ
れ
る
）。『
名
目
抄
』
の
名
は
『
寿
命
院
抄
』
の
う
ち
、
上
・
二
十
三
段
・
百
三
段
に
引
か
れ
る
。
鶴
見
大
学
本
は
上
・
八
十
二
段
以
前
を
欠
い
て
お
り
、
上
・
二
十
三
段
の
例
が
草
稿
本
段
階
よ
り
存
し
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
上
・
百
三
段
の
例
は
鶴
見
大
学
本
に
も
見
え
て
お
り
、
宗
巴
は
草
稿
本
執
筆
の
段
階
で
す
で
に
『
名
目
抄
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慶
長
三
年
六
月
の
時
点
で
宗
巴
が
言
経
よ
り
『
名
目
抄
』
を
借
り
た
理
由
、
お
よ
び
『
名
目
抄
』
が
草
稿
本
・
改
稿
本
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
は
、
今
後
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
（
26）
こ
の
ほ
か
、
『
言
経
記
』
慶
長
四
年
九
月
二
十
二
日
・
二
十
六
日
条
に
は
、
宗
巴
が
言
経
に
有
職
に
つ
い
て
尋
ね
た
記
事
が
あ
る
。
（
27）
野
上
潤
一
氏
「
『
太
平
記
鈔
』
・
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
と
『
謡
抄
』
『
謡
抄
』
享
受
を
め
ぐ
る
文
化
圏
と
慶
長
年
間
の
学
問
の
一
隅
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
十
五
集
、
新
典
社
、
二
〇
一
一
年
）
。
野
上
氏
は
、
慶
長
期
に
お
け
る
謡
曲
・
『
太
平
記
』
・
『
徒
然
草
』
注
釈
の
交
渉
に
必
然
性
の
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
『
謡
抄
』
が
『
太
平
記
鈔
』『
寿
命
院
抄
』
に
利
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
な
か
で
野
上
氏
は
、
『
寿
命
院
抄
』
が
『
謡
抄
』
に
依
拠
し
た
こ
と
を
示
す
確
例
を
二
つ
、
存
疑
の
例
を
二
つ
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
確
例
の
二
つ
と
存
疑
の
例
一
つ
は
、
鶴
見
大
学
本
が
欠
く
上
・
八
十
二
段
以
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
草
稿
本
・
改
稿
本
い
ず
れ
の
段
階
で
『
謡
抄
』
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
残
る
一
つ
の
存
疑
の
例
は
下
・
九
十
七
段
（
二
百
三
十
五
段
）
で
『
臨
済
録
』
を
引
用
（
『
謡
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
か
）
す
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
は
改
稿
時
に
お
け
る
加
筆
修
正
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
事
例
が
『
謡
抄
』
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
寿
命
院
抄
』
に
お
け
る
同
書
の
利
用
は
、
改
稿
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
（
28）
『
言
経
記
』
文
祿
四
年
十
月
五
日
条
。
処
分
前
後
の
宗
巴
の
動
向
は
、
宮
本
義
己
氏
「
豊
臣
政
権
の
番
医
秀
次
事
件
に
お
け
る
番
医
の
連
座
と
そ
の
動
向
」
（『
国
史
学
』
第
百
十
三
号
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。
（
29）
『
言
経
記
』
慶
長
元
年
三
月
二
十
八
日
条
。
（
30）
伊
藤
正
義
氏
「
謡
抄
考
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
『
文
学
』
一
九
七
七
年
十
一
月
号
～
一
九
七
八
年
一
月
号
）
参
照
。
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
一
〇
文
祿
元
年
３
・
10
初
め
て
宗
巴
を
訪
う
。
大
村
由
己
同
道
。
（
一
五
九
二
）
７
・
７
宗
巴
よ
り
遠
山
紹
節
を
使
い
と
し
て
、
定
家
筆
跡
鑑
定
の
依
頼
あ
り
。
古
人
の
名
に
つ
い
て
の
問
い
に
答
え
る
。
冷
泉
為
満
所
持
の
寂
然
・
定
家
筆
跡
の
借
用
依
頼
を
受
け
る
。
７
・
９
宗
巴
へ
古
筆
短
冊
五
枚
を
遣
わ
す
。
７
・
10
宗
巴
よ
り
鑑
定
用
の
定
家
筆
跡
二
枚
届
く
。
７
・
26
前
日
、
為
満
よ
り
定
家
筆
跡
三
点
、
寂
然
筆
跡
一
枚
、
お
よ
び
宗
巴
よ
り
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
定
家
筆
跡
二
枚
が
届
く
。
定
家
筆
跡
三
点
、
寂
然
筆
跡
一
枚
を
預
か
り
た
い
と
の
宗
巴
の
意
向
を
為
満
に
伝
え
る
。
８
・
７
宗
巴
へ
定
家
筆
跡
三
点
を
遣
わ
す
。
９
・
３
宗
巴
へ
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
定
家
筆
跡
二
枚
を
返
却
。
９
・
18
宗
巴
へ
、
秀
次
へ
の
仕
官
が
叶
っ
た
礼
に
、
銭
二
百
文
、
無
学
祖
元
の
筆
跡
を
贈
る
。
９
・
19
宗
巴
、
秀
次
父
三
好
吉
房
の
療
治
の
た
め
、
尾
張
下
向
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
10・
４
宗
巴
同
道
で
秀
次
を
聚
楽
第
に
訪
う
。
10・
12
宗
巴
へ
住
吉
神
主
祐
夏
の
短
冊
一
枚
を
遣
わ
す
。
宗
巴
、
三
好
吉
房
を
見
舞
う
た
め
、
秀
次
と
と
も
に
尾
張
へ
下
向
。
11・
23
宗
巴
へ
花
山
院
政
長
・
中
山
親
通
・
北
山
科
教
高
・
鷲
尾
隆
顕
等
の
古
筆
を
遣
わ
す
。
12・
20
宗
巴
よ
り
、
秀
次
よ
り
合
力
米
二
十
石
の
支
給
と
、
右
筆
の
『
源
氏
抄
』
書
写
の
指
南
に
あ
た
る
べ
き
旨
を
伝
え
ら
れ
る
。
12・
22
合
力
米
支
給
の
朱
印
状
を
受
け
、
宗
巴
を
以
て
秀
次
へ
礼
を
申
す
。
文
祿
二
年
１
・
11
宗
巴
の
指
示
に
よ
り
、
秀
次
へ
出
仕
。『
職
原
抄
』
の
不
審
に
答
え
る
。
五
人
扶
持
を
賜
る
。
（
一
五
九
三
）
１
・
21
宗
巴
へ
高
長
雅
の
筆
跡
を
遣
わ
す
。
３
・
18
宗
巴
へ
清
水
谷
公
勝
の
筆
跡
を
遣
わ
す
。
宗
巴
と
言
経
一
一
年
月
・
日
事
績
年表
『
言
経
記
』
に
見
え
る
主
な
寿
命
院
宗
巴
の
事
績
・
『
言
経
記
』
に
は
言
経
と
宗
巴
の
交
流
に
関
す
る
記
述
が
、
文
祿
元
年
三
月
十
日
条
よ
り
慶
長
十
一
年
五
月
十
二
日
条
ま
で
の
間
に
、
延
べ
三
百
三
十
五
日
分
認
め
ら
れ
る
。
本
年
表
は
そ
の
な
か
か
ら
、
宗
巴
の
文
化
的
な
事
績
（
言
経
と
宗
巴
の
間
の
書
物
、
古
筆
、
知
識
等
の
交
流
）
と
政
治
的
な
事
績
（
豊
臣
秀
吉
・
秀
次
・
徳
川
家
康
ら
と
の
か
か
わ
り
）
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
本
年
表
は
『
言
経
記
』
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
事
績
に
関
す
る
記
述
の
主
語
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
言
経
と
す
る
。
４
・
20
宗
巴
の
も
と
で
古
筆
を
見
る
。
４
・
24
宗
巴
へ
古
筆
の
鑑
定
結
果
を
送
る
。
７
・
７
宗
巴
へ
『
三
重
韻
』、
為
相
筆
跡
を
贈
る
。
９
・
４
秀
次
の
熱
海
湯
治
に
同
行
す
る
宗
巴
へ
暇
乞
い
に
赴
く
。
12・
12
秀
次
よ
り
合
力
米
二
十
石
を
賜
り
、
宗
巴
を
通
じ
て
礼
を
申
す
。
文
祿
三
年
１
・
28
宗
巴
へ
秀
次
へ
の
周
旋
の
礼
に
一
貫
文
を
贈
る
。
（
一
五
九
四
）
12・
22
宗
巴
の
も
と
で
聞
香
あ
り
。
文
祿
四
年
３
・
９
宗
巴
の
有
職
の
不
審
に
答
え
る
。
（
一
五
九
五
）
７
・
10
宗
巴
、
秀
次
事
件
に
よ
り
、
昨
日
よ
り
伏
見
に
召
さ
れ
る
。
10・
５
宗
巴
の
身
上
い
ま
だ
決
せ
ず
。
慶
長
元
年
２
・
14
昨
日
、
宗
巴
を
訪
い
、
石
田
三
成
に
礼
を
言
う
べ
き
旨
を
諭
さ
れ
る
。
（
一
五
九
六
）
２
・
21
宗
巴
へ
世
尊
寺
行
房
・
唐
橋
在
兼
の
不
審
に
答
え
る
書
を
遣
わ
す
。
３
・
28
秀
吉
に
私
宅
を
没
収
さ
れ
、
他
所
へ
移
っ
た
宗
巴
を
訪
う
。
９
・
１
安
居
院
町
の
宗
巴
を
訪
う
。
10・
８
宗
巴
へ
為
満
所
持
の
定
家
筆
草
子
、
尊
円
親
王
書
『
雑
筆
往
来
』
を
見
せ
る
。
10・
12
宗
巴
へ
手
本
を
見
せ
る
。
10・
13
為
満
所
持
の
定
家
懐
紙
を
持
参
し
、
宗
巴
を
訪
う
。『
医
灯
配
剤
』
巻
三
を
借
り
る
。
寿
命
院
切
紙
の
う
ち
、「
五
気
要
薬
」
を
与
え
ら
れ
る
。
10・
15
宗
巴
に
短
冊
を
遣
わ
す
。
10・
16
宗
巴
を
訪
い
、
為
満
の
定
家
筆
草
子
、
懐
紙
二
首
を
持
ち
帰
る
。
10・
20
為
満
を
同
道
し
、
宗
巴
を
訪
う
。
草
子
売
却
周
旋
の
礼
に
銀
子
一
枚
を
贈
る
が
、
宗
巴
固
辞
。
10・
22
宗
巴
へ
手
本
を
見
せ
る
。
11・
６
宗
巴
よ
り
手
本
の
代
銀
を
受
け
取
る
。
11・
14
宗
巴
へ
『
周
礼
句
解
』
を
返
却
。
11・
20
宗
巴
へ
手
本
を
見
せ
る
。
12・
８
為
家
筆
『
古
今
集
』、
飯
尾
常
房
筆
手
本
を
持
参
し
、
宗
巴
を
訪
う
。
12・
17
為
満
・
言
緒
を
同
道
し
て
宗
巴
を
訪
う
。
為
満
、
古
筆
短
冊
九
枚
を
贈
る
。
12・
23
宗
巴
へ
定
家
色
紙
を
預
け
、
沽
却
を
依
頼
。
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
一
二
慶
長
二
年
１
・
３
宗
巴
を
訪
い
、
定
家
色
紙
を
持
ち
帰
る
。
（
一
五
九
七
）
４
・
６
三
月
二
十
日
に
宗
巴
室
死
去
。
弔
問
に
行
く
。
為
満
所
持
の
頓
阿
筆
『
古
今
集
』
を
預
け
置
く
。
４
・
12
東
寺
金
剛
寿
院
よ
り
来
た
『
韻
鏡
』
相
伝
の
保
先
を
宗
巴
に
紹
介
。
宗
巴
も
『
韻
鏡
』
相
伝
。
４
・
18
宗
巴
よ
り
先
日
預
け
置
い
た
『
古
今
集
』
に
つ
い
て
書
状
あ
り
。
５
・
26
宗
巴
を
訪
う
。
宗
巴
へ
『
藍
墨
配
剤
』
巻
三
を
返
却
。
夕
食
あ
り
。
保
先
相
伴
。
６
・
１
宗
巴
へ
『
平
家
物
語
』
作
者
に
つ
い
て
書
き
送
る
。
こ
れ
以
後
、『
寿
命
院
抄
』
草
稿
本
成
立
12・
10
宗
巴
の
堀
出
町
の
新
居
を
訪
う
。
有
職
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
、
返
答
。
医
書
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
慶
長
三
年
１
・
６
宗
巴
よ
り
『
枕
草
子
』
を
借
り
る
。
（
一
五
九
八
）
こ
れ
以
前
に
宗
巴
、『
寿
命
院
抄
』
の
改
稿
に
着
手
２
・
11
宗
巴
よ
り
『
徒
然
草
』
の
不
審
を
尋
ね
ら
れ
、
書
き
送
る
。『
楽
方
』
秘
本
を
貸
す
。
医
書
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
２
・
18
為
満
を
通
じ
、
宗
巴
よ
り
書
状
あ
り
。『
楽
方
記
』
返
却
さ
れ
る
。
３
・
11
宗
巴
へ
不
審
に
答
え
る
。
３
・
12
宗
巴
よ
り
不
審
到
来
。
宗
巴
へ
『
枕
草
子
』
上
を
返
却
。
３
・
27
宗
巴
へ
不
審
に
答
え
る
。
宗
巴
へ
『
藍
墨
』
中
風
之
部
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
４
・
21
宗
巴
へ
『
徒
然
草
』
勘
物
三
ヶ
条
を
遣
わ
す
。
４
・
22
宗
巴
よ
り
『
大
学
』『
中
庸
』『
孟
子
』
の
新
刻
本
を
受
け
取
り
、
興
正
寺
昭
玄
へ
送
る
。
４
・
23
宗
巴
へ
『
拾
芥
抄
』
上
巻
を
貸
す
。
５
・
11
宗
巴
よ
り
『
拾
芥
抄
』
上
を
返
却
さ
れ
る
。
中
・
下
を
貸
す
。
６
・
３
宗
巴
よ
り
『
拾
芥
抄
』
下
を
返
却
さ
れ
る
。
６
・
14
宗
巴
へ
玄
上
伝
の
こ
と
を
書
き
遣
わ
す
。
宗
巴
よ
り
『
拾
芥
抄
』
中
巻
を
返
却
さ
れ
る
。
６
・
16
宗
巴
よ
り
『

抄
』
巻
一
を
借
り
る
。『
名
目
抄
』
を
貸
す
。
６
・
22
宗
巴
よ
り
『
名
目
抄
』
を
返
却
さ
れ
る
。
６
・
28
宗
巴
へ
『

抄
』
一
を
返
却
し
、
巻
二
を
借
り
る
。
８
・
16
宗
巴
へ
『
弘
安
礼
節
』
を
貸
す
。
８
・
23
宗
巴
よ
り
『
弘
安
礼
節
』
を
返
却
さ
れ
る
。
９
・
23
宗
巴
へ
『
八
代
集
』
を
預
け
る
。
10・
１
宗
巴
よ
り
牛
玉
清
心
円
の
処
方
を
借
り
る
。
10・
７
宗
巴
へ
牛
玉
清
心
円
の
処
方
を
返
却
。『
八
代
集
』
を
持
ち
帰
る
。『
大
鏡
』
上
を
借
り
る
。
宗
巴
と
言
経
一
三
10・
15
宗
巴
へ
『
大
鏡
』
上
を
返
却
。『
大
鏡
』
中
巻
到
来
。
11・
12
昨
日
、
宗
巴
へ
遣
わ
し
た
多
忠
季
の
『
古
今
集
』
を
引
き
取
る
。
宗
巴
、
為
満
に
為
家
筆
『
金
葉
集
』
の
鑑
定
を
依
頼
。
11・
13
宗
巴
へ
『
金
葉
集
』
を
返
却
。
為
家
筆
で
は
な
い
由
。
11・
23
宗
巴
へ
『
大
鏡
』
二
を
返
却
。『
大
鏡
』
三
到
来
。
11・
29
宗
巴
よ
り
『

抄
』
巻
二
、『
続
世
継
』
第
一
・
二
を
借
り
る
。
慶
長
四
年
閏
３
・
２
宗
巴
と
古
筆
に
つ
き
談
合
。
（
一
五
九
九
）
４
・
６
宗
巴
へ
『
続
世
継
』
巻
一
・
二
を
返
却
。
５
・
１
真
継
源
大
夫
、
草
子
・
経
の
筆
者
の
こ
と
に
つ
き
、
宗
巴
へ
の
書
状
を
所
望
。
９
・
22
宗
巴
よ
り
有
職
不
審
目
録
届
く
。
９
・
26
宗
巴
よ
り
尋
ね
ら
れ
た
有
職
の
こ
と
、
回
答
を
書
き
送
る
。
慶
長
五
年
１
・
22
宗
巴
よ
り
『

鈔
』
巻
四
、『
謡
抄
』
を
借
り
る
。
正
嘉
三
年
の
能
書
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
。
（
一
六
〇
〇
）
３
・
22
宗
巴
よ
り
『
徒
然
草
』
不
審
目
録
到
来
。
３
・
26
宗
巴
へ
『
井
蛙
抄
』
下
巻
を
貸
す
。
５
・
７
宗
巴
へ
不
審
目
録
四
丁
に
対
す
る
回
答
を
書
き
送
る
。
６
・
16
宗
巴
よ
り
『
日
本
書
目
録
』
を
返
却
さ
れ
る
。
慶
長
六
年
１
・
９
宗
巴
へ
『
広
韻
』
を
返
却
。
（
一
六
〇
一
）
４
・
１
宗
巴
へ
『
山
谷
集
』
一
を
返
却
。
４
・
11
勅
命
を
受
け
、
宗
巴
に
禁
中
の
井
戸
普
請
の
方
法
を
尋
ね
る
。
宗
巴
、
大
工
を
連
れ
、
長
橋
殿
に
参
る
。
宗
巴
の
も
と
よ
り
『
謡
抄
』
十
冊
を
持
ち
帰
る
。
６
・
19
宗
巴
の
不
審
に
答
え
る
。
７
・
11
宗
巴
の
不
審
に
答
え
る
。
こ
れ
以
降
、
改
稿
本
、
一
応
の
完
成
を
見
る
７
・
29
宗
巴
よ
り
『
謡
抄
』
一
冊
を
借
り
る
。
８
・
３
宗
巴
へ
『
謡
抄
』
を
返
却
。
８
・
16
宗
巴
よ
り
『
年
代
記
』『
大
鏡
』
上
を
借
り
る
。
８
・
26
宗
巴
へ
『
大
鏡
』
上
、『
年
代
記
』
を
返
却
。『
山
海
経
図
』
を
借
り
る
。
９
・
５
宗
巴
へ
『
山
海
経
図
』
を
返
却
。『
続
世
継
』
二
を
借
り
る
。
10・
９
中
院
通
勝
、『
寿
命
院
抄
』
に
跋
を
与
え
る
10・
12
宗
巴
、
家
康
の
供
と
し
て
関
東
へ
下
る
。
蘇
香
円
の
処
方
を
教
え
る
。
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
一
四
慶
長
七
年
２
・
10
宗
巴
、
四
、
五
日
前
に
関
東
よ
り
帰
洛
。
（
一
六
〇
二
）
２
・
20
宗
巴
、
為
満
に
俊
成
の
筆
跡
の
鑑
定
を
求
め
る
。
２
・
27
宗
巴
へ
俊
成
の
筆
跡
の
正
筆
た
る
こ
と
を
伝
え
る
。
３
・
９
後
陽
成
天
皇
の
求
め
に
よ
り
、
宗
巴
の
『
徒
然
草
抄
』
を
叡
覧
に
供
す
。
３
・
10
宮
中
よ
り
『
徒
然
草
抄
』
返
却
さ
れ
る
。
４
・
４
宗
巴
へ
『
徒
然
草
抄
』
の
叡
覧
の
た
め
の
借
用
書
を
遣
わ
す
。
宗
巴
と
言
経
一
五
文
学
部
紀
要
第
七
十
五
号
一
六
SohaandTokitsune:
AStudyontheCompilationProcessofTsurezuregusaJumyoin-sho
KOAKIMOTO Dan
Abstract
JumyoinSoha・sTsurezuregusaJumyoin-shoisthefirstTsurezuregusacommentary.Two
versionsexist,thefirstdraftandtheamendedversion,anditunderwentagreatmanyrevisions
intheprocessfromtheformertothelatter.
YamashinaTokitsuneassistedSohainthecompilationofTsurezuregusaJumyoin-sho.His
writingsandcommentstoSohaarerecordedingreatdetailinhisdiary.Inanalyzingthose
records,itisevidentthatthefirstdraftofTsurezuregusaJumyoin-showascompletedsometime
afterJune1stinthesecondyearofKeicho（1597）.Furthermore,revisionscommencedatthe
beginningofthethirdyearofKeicho（1598）andcontinuedupthroughJulyofKeicho6（1601）.
